
 

 

２０２２年６月２０日 

各 位 

株式会社 紀陽銀行 

 

 

 

 

 

株式会社紀陽銀行（頭取：原口 裕之）は、和歌山県からの受託事業「令和４年度 和歌山県ＤＸチャ

レンジサポートプログラム（以下、本プログラム）」への応募企業の募集を２０２２年７月１日（金）よ

り開始しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

本プログラムを通じ、県内企業のＤＸ支援をおこなうとともに、和歌山県における地域のＤＸ推進に

貢献してまいります。 

 記 

１．プログラムの概要 

応募企業より３社程度を採択し、採択企業がめざすＤＸの方向性に応じ、当行が約６か月間にわ

たり、伴走支援をおこないます。ＤＸを実現するまでの期間を３～５年（伴走支援終了後２～４

年）と想定し、将来の姿を見据えた各社ごとのＤＸ計画の策定をめざします。 

プログラムの終了時には、成果発表会（デモデイ）を開催し、プログラムの取り組み成果を他の

県内企業等に共有・発信し、県内企業のＤＸ取り組み機運の醸成をはかります。 

 

２．募集概要 

応募申請受付期間 ２０２２年７月１日（金）～２０２２年７月２７日（水） 

応募いただける 

事業者 

下記の①～③の要件をすべて満たす事業者 

①和歌山県内に事業所を有していることおよび雇用保険適用事業所の事業者で

あること 

②下記の業種に該当する事業者であること 

・地場産業分野 

（製造業：繊維、化学、機械金属、食品加工、家庭用品、情報通信） 

・観光分野（宿泊業、小売業、卸売業） 

③「和歌山県ＤＸチャレンジサポートプログラム 確認書（※）」に記載の要件

にすべてご同意いただけること 

※確認書については、2022年7月1日より公式サイト（https://wakayama-dxchallenge.com）にて取

得いただけます。 

応募方法 別添のパンフレットをご参照ください。 

審査方法 
一次審査（書類審査）と二次審査（審査会）により、事務局および第三者機関

が評価をおこない、採択企業を決定します。 

 

以 上 

 和歌山県からの受託事業「令和４年度和歌山県 ＤＸチャレンジサポートプログラム」 

応募企業の募集開始について 

本取り組みは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のゴール９「産業と技術革新の基盤をつくろう」、

ゴール１７「パートナーシップで目標を達成しよう」につながる取り組みです。 






